



学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件




















タイ トに対す る触れた化学的IrR軒稚お よび機 督安rjLi'性があることが知 られている
10･meth且Cryloyloxydecyldihydrogenphosphate(MDP)配合に対する検討を行 うととも
に,肋触抑制機能を付加するため,フッ化ナ トリウムも同時に配合することを計画し,MDP




拭イ1･:レジンセメン トはAペ一一ス トにMl)P,Bペース トにフッ化ナ トリウムを配合し,2
ペース トタイプ とし,笥r地採lkL糾佃Iして使用するように作埋生した.MDP配合量は
3.3wt%,6.6wt%,9.9wt%U)rr3紺帆 フッ化ナ トリウム配合塵はOwt%,5wt%,10wttMJ,
16wt■y1, 20wt%の各 5段階に変化させ.汁 1.Rj種のセメン トを作供 した.MDP化合丑が































3点曲げ祁験では Ml群,M2畔,M3仰のいずれ もフッ化ナ トリウム配合








状作セメン トにおける MDP 配合比の増加は微小引張試験の結果 よ り按rl'.蘇
さの向上-働いた.しか し6.6wt%以上の MDP配合量の増加 は接 S'･強 さの向上




















近年,歯面に対する前処理を必要としないセルフア ドヒ-シブ レジンセメン トが開発,
市販 されるようになった.セルフア ドヒ-シプレジンセメン トは臨床手技の簡略化やチェ
ア-タイムの短縮等の利点がある一方,前処理を行 う従来のレジンセメン トと比較 し接着
性の低下が懸念 されている.一方,レジンセメン トに舶蝕抑制機能を付与 し二次触蝕抑制
を図ることは修復物および補綴物の良好な長期予後につながる.本研究では,セルフア ド
ヒ-シプレジンセメン トの歯質接着性を高めるためMDP配合による影響を理解するとと
もに,嚇蝕抑制機能を付加するためフッ化ナ トリウムを同時に配合 したレジンセメン トを
作搬 し,その配合量71i;化が試作 レジンセメン トの物性に及ぼす影響について検討した.
本研究ではMDP配合量を3.3･9.9wt%の各3段階,フッ化ナ トリウム配合量を0-20wt%の
各5段階に変化させた計15種のセルフア ドヒ-シプレジンセメン トを作製 した.健全 ヒ ト
抜去小臼歯とェステニアブロックを試作セメン トにて接着 し,微小引張試験および破断面
観察にて接着強さの評価を行った.また経時的なフッ素溶出量の測定によるフッ素徐放性
の評価 と,3点曲げ試験, 噴水試験,および溶解試験にて物性に与える形響を評価した.
その結果,以下の点が明らかとなった.
1.MDP配合量の増加は象牙節接着強さの向上に寄与した.しかし6.6wt%以上の配合丑増加は接
着強さの向上に寄与せず,象牙質接着におけるMDP配合量には最適量があることが示された.
2.フッ化ナ トリウム配合量の増加は,フッ素徐放性の向上に寄与した.1日当たりのフッ素溶出
量は水中浸津初期に多く,その後は低下するものの84日目においてもフッ素溶出を認め持続性
があることが示された.
3.フッ化ナ トリウム配合量の増加により3点曲げ強さは低下した.一方,MDP配合量の増加に
よる3点曲げ強さ-の形響は認められなかった.
4.フッ化ナ トリウムおよびMDP配合量の増加による吸水量および溶解量の増加が示された.
これらの結果は今後のセルフア ドヒ-シプレジンセメントの性能向上に向けた材料デザインに
寄与するのみならず,臨床歯学の発展に貢献するものと考えられる.したがって,本申請論文は
博士 (歯学)の学位授与に値する論文と判断 した.
